
　

腎
臓
機
能
が
悪
化
し
て
腎

不
全
と
な
り
、
人
工
透
析

治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
が

急
増
し
、
世
界
的
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
日
本

で
の
増
加
が
著
し
く
、
透
析

治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
さ

ん
は
約
27
万
人
と
、
国
民

５
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で

す
。
生
活
習
慣
病
で
あ
る
糖

尿
病
や
高
血
圧
に
よ
る
腎
障

害
が
原
因
で
、
透
析
を
受
け

る
人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
腎
臓
病
へ
の
取

り
組
み
は
世
界
中
で
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
軽
症
か
ら
重

症
・
透
析
導
入
ま
で
連
続
・

一
貫
し
た
対
応
が
十
分
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
で
し

た
。

　
「
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）」

は
、
こ
う
し
た
背
景
を
元
に

２
０
０
２
年
に
ア
メ
リ
カ
で

提
唱
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い

腎
臓
病
の
概
念
で
す
。
検
査

結
果
で
明
ら
か
に
な
る
蛋
白

（
た
ん
ぱ
く
）
尿
や
血
尿
な

ど
の
腎
臓
障
害
や
、
腎
臓
で

血
液
を
ろ
過
・
清
浄
す
る
機

能
を
表
す「
糸
球
体
ろ
過
量
」

の
異
常
な
低
下
が
３
カ
月
以

上
慢
性
的
に
続
く
状
態
を
い

い
、
腎
臓
の
障
害
と
な
っ
た

原
因
に
関
し
て
は
問
い
ま
せ

ん
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
極
軽
症
か
ら

重
症
ま
で
の
腎
臓
病
を
広
く

包
括
し
ま
す
。そ
の
狙
い
は
、

腎
臓
病
の
診
断
や
重
症
度
の

判
定
基
準
を
、
簡
単
な
検
査

で
分
か
る「
糸
球
体
ろ
過
量
」

の
値
を
用
い
、
簡
便
・
一
律

化
す
る
こ
と
で
、
医
療
従
事

者
だ
け
で
な
く
患
者
さ
ん
に

も
自
身
の
腎
臓
病
の
重
症
度

を
簡
単
に
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
た
点
で
す
。

　

近
年
Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
、末
期
腎

不
全
、透
析
に
進
行
す
る
危

険
な
病
態
で
あ
る
と
同
時

に
、
腎
機
能
障
害
が
中
〜
軽

症
で
あ
っ
て
も
、
心
血
管
疾

患
（
心
臓
病
や
脳
血
管
障
害

の
総
称
で
、
命
に
か
か
わ
る

重
大
な
疾
患
が
多
い
の
が
特

徴
）
の
合
併
に
よ
り
死
亡
す

る
危
険
性
が
高
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
腎
臓
病
患
者
さ

ん
の
主
要
な
死
因
は
心
血
管

疾
患
で
あ
り
、
末
期
腎
不
全

か
ら
透
析
へ
至
る
よ
り
も
、

そ
れ
以
前
に
心
筋
梗
塞（
こ

う
そ
く
）、
解
離
性
大
動
脈

瘤
（
り
ゅ
う
）、
く
も
膜
下

出
血
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
な

ど
で
亡
く
な
る
確
率
の
方
が

は
る
か
に
高
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
心
血
管
疾
患
が
腎

機
能
の
低
下
・
進
行
を
招
く

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

と
い
う
新
し
い
腎
臓
病
の
概

念
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、

腎
臓
病
診
療
の
主
題
は
、
末

期
腎
不
全
・
透
析
へ
の
進
行

阻
止
と
、
腎
臓
病
に
合
併
し

て
高
確
率
で
起
こ
り
う
る
危

険
性
の
あ
る
心
血
管
疾
患
の

予
防
と
治
療
に
な
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
や
心
血
管
疾
患
を

発
症
さ
せ
る
最
大
の
原
因

は
、
無
症
状
で
進
行
す
る
全

身
の
血
管
の
動
脈
硬
化
で
あ

り
、
こ
の
動
脈
硬
化
の
進
行

に
は
生
活
習
慣
病
の
存
在
が

密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
生
活
習
慣
病

が
心
臓
病
と
腎
臓
病
の
二
つ

の
臓
器
に
ま
た
が
る
疾
患
を

結
び
付
け
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
心
臓
病
や
腎

臓
病
は
そ
れ
ぞ
れ
臓
器
別
の

専
門
診
療
科
で
個
別
に
診
療

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

今
後
は
、
心
臓
病
の
診
療
の

際
は
腎
機
能
の
改
善
・
保
護

も
念
頭
に
入
れ
た
治
療
方
針

の
選
択
が
重
要
と
な
り
、
腎

臓
病
の
治
療
に
は
、
常
に
心

血
管
疾
患
の
合
併
の
危
険
性

を
配
慮
し
た
方
針
決
定
が
不

可
欠
に
。

　

す
な
わ
ち
、
腎
臓
と
心
臓

の
疾
患
双
方
の
問
題
を
包
括

し
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
治
療
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
基
礎
に
あ
る
生
活

習
慣
病
の
厳
重
な
管
理
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
最
重
要
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
本
シ
リ
ー
ズ

で
は
以
降
２
回
に
わ
た
り
、

今
最
も
問
題
と
な
っ
て
い
る

生
活
習
慣
病
の
高
血
圧
と
糖

尿
病
の
２
つ
と
、
腎
臓
お
よ

び
心
臓
疾
患
と
の
関
連
と
対

策
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

次
回
は
、「
高
血
圧
と
慢

性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）・
心

臓
病
の
関
係
」
で
す
。

◇

　

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
な
ど
は
、
同
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
腎
臓
病
教
室
事
務

局
の
浜
岡
さ
ん
へ
。
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こ
の
コ
ラ
ム
は
「
福
徳
永
会
さ
い
き
じ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク.

」

の
院
長
・
齋
木
豊
徳
先
生
、
透
析
セ
ン
タ
ー
長
・
梶
田
達
也

先
生
が
、
腎
臓
の
病
気
の
知
識
や
情
報
に
つ
い
て
解
説
。
今

回
は
梶
田
先
生
に
よ
る
３
回
シ
リ
ー
ズ
「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
と
心
臓
病
の
意
外
な
関
係
」
の
１
回
目
で
す
。
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今
注
目
さ
れ
て
い
る
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）っ
て
何
？

梶田達也先生 齋木豊徳先生


